
　北海道科学大学は、数値目標にこだわって、ここまで改革を進めてきた。「北
海道No.１の実学系総合大学」というKGIを達成するために、さまざまな角度か
ら“大学の今”を測るKPIを設定し、経年で測定している。指標は2020年時点
で64項目。「志願者数」や「卒業生の満足度」だけでなく、「学生が立ち上げた
プロジェクト数」「教職員や学生の地域ボランティア参加」「卒業生子女の入
学者数」など、広範囲にわたる。
　苫米地理事長は、「数値目標を立てること、目標をクリアすることも大切だ
が、より重要なのは構成員一人ひとりが常に目標を意識して自ら行動すること」
だと語る。同大学は2020年度、IDカードサイズの「ブランドアクションカード」を
作成し、全教職員に配付した。中面には2024年の100周年ブランドビジョン
達成までのロードマップが示されており、裏面には各自の行動目標を記入する
スペースが設けてある。カードを常に携帯し、目標を目にすることで、達成に向け
た全教職員のアクションが加速することを期待していると言う。

「北海道No.1の実学系総合大学」の
具体をKGI、KPIで示し、行動を促す

所在地／北海道札幌市
沿革／1924年自動車運転技能教授所設立。1953年北海道自動車短期大学開学、1967年北海道工業大学開学、
　　　1974年北海道薬科大学開学、2014年北海道工業大学を現名称に変更、2018年北海道薬科大学と統合。
学生数／約4500人　学部／工、薬、保健医療、未来デザイン
大学院／工学、薬学、保健医療学
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取材・文／本間学

　
元
は
工
業
大
学
だ
っ
た
本
学
。
学
生

募
集
が
厳
し
く
な
る
中
、
2
0
1
4
年

に
「
北
海
道
N
O.
１
の
実
学
系
総
合

大
学
に
な
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
P
B
L
を
主

と
し
た
教
育
改
革
や
道
内
で
需
要
が
高

い
分
野
の
学
部
新
設
、大
学
名
の
改
称
、

系
列
校
の
統
合
な
ど
、
矢
継
ぎ
早
に
改

革
を
断
行
。
そ
の
結
果
、
志
願
者
数
が

道
内
の
私
大
で
２
年
連
続
ト
ッ
プ
に
な

る
な
ど
、
地
域
の
高
校
や
高
校
生
の
期

待
は
大
き
く
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
域
社
会
で
の
ブ
ラ
ン
ド

浸
透
は
ま
だ
途
上
で
す
。
市
民
や
企
業

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
以
前
の
「
北
海
道
工

業
大
学
」
の
ま
ま
。
そ
こ
で
、
市
民
向

け
公
開
講
座
、
地
元
企
業
と
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
通
じ
て
研
究
内
容
を
発
信
し
た

り
、
学
生
が
内
定
企
業
の
前
で
卒
業
研

究
を
発
表
し
た
り
す
る
な
ど
、
新
し
く

な
っ
た
本
学
の
教
育
と
研
究
の
成
果
を

広
め
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
の
も
、高
校
生
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
に
も
「
北
海
道
の
発
展
に
最

も
貢
献
す
る
大
学
」
だ
と
認
め
て
も
ら

わ
な
い
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
で
き
な
い

か
ら
で
す
。
北
海
道
は
人
口
減
少
、
地

域
経
済
の
疲
弊
、
積
雪
寒
冷
地
特
有
の

問
題
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
の
解
決
に
寄
与
す
る
人
材
を

育
て
る
に
は
、
常
に
教
育
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
次
年
度
か
ら
は
、「
農
業・食
」

「
観
光
」「
バ
イ
オ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
な

ど
北
海
道
特
有
の
課
題
・
デ
ー
タ
等
を

教
材
と
し
た
P
B
L
に
よ
る
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
を
全
学
で
展
開
し
ま

す
。
協
定
を
結
ぶ
道
内
の
自
治
体
提
供

の
実
デ
ー
タ
を
使
い
、
地
域
の
リ
ア
ル

な
課
題
の
分
析
を
行
う
予
定
で
す
。
さ

ら
に
、
課
題
解
決
策
を
考
え
る
背
景
と

し
て
押
さ
え
る
べ
き
地
域
の
歴
史
と
産

業
を
学
ぶ
「
北
海
道
学
」
を
、
全
学
共

通
科
目
化
す
る
こ
と
も
検
討
中
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
改
革
を
振
り
返
る
と
、

中
堅
・
若
手
教
職
員
の
力
の
重
要
性
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。
一
連
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
、
彼
ら
が
組
織
横
断
的

な
P
J
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
法
人
全
体

の
課
題
、
将
来
の
方
向
性
を
議
論
し
、

改
革
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
メ
ン
バ
ー
が
今
は
、
副
学
長
や
部
長

職
に
な
っ
て
若
手
を
引
っ
張
る
な
ど
、

好
循
環
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
職
員
と
教
員
の
役
割
分
担
も
大
切
で

す
。
職
員
は
一
致
団
結
し
て
大
学
全
体

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
リ
ー
ド
す
る
。

教
員
は
自
分
た
ち
の
教
育
に
対
し
て

し
っ
か
り
責
任
を
持
ち
、
大
学
の
ブ
ラ

ン
ド
確
立
に
貢
献
す
る
。
そ
の
よ
う
な

関
係
を
築
く
の
が
理
想
で
し
ょ
う
。

　
改
革
以
前
の
わ
れ
わ
れ
が
意
識
し
て

い
た
の
は
道
内
の
大
学
ば
か
り
。
し
か

し
改
革
後
は
先
進
的
な
取
り
組
み
を
求

め
、
全
国
の
大
学
に
目
を
向
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
職
員
の
大
学
院
進
学

や
学
外
研
修
の
支
援
を
通
じ
て
、
そ
の

意
識
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
学
は
2
0
0
1
年
よ
り
学
び
の

I
C
T
化
に
力
を
入
れ
、
ネ
ッ
ト
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
2
0
1
6
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
教
育

や
募
集
活
動
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
移
行

で
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
得
意
の
工

学
の
力
を
活
用
し
、
教
育
、
広
報
、
学

内
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
っ
て
い
く

考
え
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
常
に
新
し
い

情
報
、教
育
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
で
、

学
生
は
成
長
し
続
け
ま
す
。
そ
の
意
味

で
改
革
に
終
わ
り
は
な
い
で
し
ょ
う
。

地域に役立つ継続的教育改革で
ブランドビジョン実現へ

北海道科学大学

2024年の法人創立100周年に向け、長期スパンでブランディングを推進する北海道科学大。
これまでの改革で見えてきた成果と課題、今後に向けた取り組みについて聞いた。

とまべちつかさ●1976年北海道工業大学工学部建築
工学科卒業、同年同大学助手。1985年東北大学工学部
私学研修生。1986年東北大学（工学博士）。1995年北
海道工業大学工学部教授、2010年同大学副学長。
2011年同大学学長、2014年北海道科学大学学長(大
学名称変更)。2017年より現職。

苫米地 司理事長

ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
必
要
な

地
域
向
け
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

教
職
の
役
割
分
担
が

改
革
推
進
の
鍵
に

特集  withコロナ×18歳人口減×入試改革元年 今こそ、大学ブランディング

注目！ 2024ブランドアクションカード

理事長自ら行動ルールを設定し、学内に発信。

100周年
ブランドビジョン

2024年までに、基盤能力と専門性を併せ持つ人材を育成し、地域と共に

発展・成長する北海道No.1の実学系総合大学を実現します。

１.地域貢献を日々、意識する
２.現状を常に数値として把握する
３.CAPDoサイクル＊1をまわす
４.常に北海道「初」を目指す
５.教職員が自ら、学生にロールモデルを示す
６.グループ内に自分の活動を発信する
７.グループ内外に新結合をつくりだす

グループアクション・ルール

「KGI」を
達成するための
業務ごとの指標

KPI KGI
「北海道の発展・成長に

現在最も貢献
している大学」を

実現する
（最重要目標）

 ＊１：C（現状把握）とそれに続くA（改善活動）を大切にし、改善のスピードを上げることを重視した生産性改善サイクル。＊２：Key Goal Indicator　＊３：Key Performance Indicator

UIの策定スタート
シンボルマークとスローガンを制定
ブランドコミュニケーション元年
・法人名称、大学名称を変更

ブランドアクションプロジェクト活動開始
・KGI＊2、KPI＊3、アクションを策定

ブランドアクション本格始動
・KGI、KPIの測定と分析、
組織横断型活動推進プロジェクト（+PIT）を開始

ブランドアクションカードの作成
KGI、KPIの測定と分析を継続

100周年ブランドビジョン達成
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